







 1） シャルトルの窓《Baie48》の場面「No. 15」；死期の迫ったヨハネのもとにキリ
ストが現われて「死の告知」をするとの現行の解釈に対して、アングロ・ノル
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Résumé
Depuis 2006, nos recherches sur la fenêtre consacrée à «la vie de Saint-Jean 
l’Evangéliste» de la Cathédrale de Chartres ne cessent de faire apparaître des 
problèmes nouveaux et intéressants.
Ce cinquième article nous permet de développer trois points et de formuler de 
nouvelles hypothèses.
1°  Nous revenons sur l’interprétation traditionnellement admise de la scène No.15 
comme ‘l’Annonce par Dieu de la mort de St Jean’.
   En prenant appui sur le manuscrit MS403, Paris BNF, nous pensons que cette 
scène signifie la dernière rencontre de S. Jean et du Christ, telle qu’elle est 
présentée à la fin du texte de l’Apocalypse (Ap. XXII, 12―17 et 20), «Venez Sire 
Jhesu, Amen», par l’image puissante d’un face à face direct de l’Homme et du 
Dieu.
2°  Nous émettons l’hypothèse que les cinq panneaux quadrilobés de la fenêtre de 
St Jean doivent se lire de bas en haut et dans l’ordre suivant: No.13 (St Jean 
devant Domitien ou le Proconsul d’Ephèse) → No.15 (St Jean et  le 
Christ)→No.12 (Mort de Stactée) →No.14 (St Jean boit une coupe empoisonnée 
devant Aristodème)→No .16 (La mort glorieuse de St Jean); tandis que l’ordre 
de lecture des autres petits panneaux n’est pas remis en cause.
  En conclusion notre fenêtre se compose de trois cycles: Départ pour Pathmos/
Miracles de St Jean/Mort glorieuse. 
3°  Lorsqu’on la compare aux autres vitraux traitant de la vie de St Jean recensés en 
France et en Angleterre, on constate que sur la Baie 48, le miracle des pierres 
précieuses et celui de la transformation en or du bois occupent une place 
exceptionnellement importante en s’étendant sur 4 panneaux. Nous proposerons 
donc d’y voir un hommage aux maîtres verriers de Char tres: la lecture 
symbolique des pierres précieuses de la Jérusalem céleste de l’Apocalypse 
comme les verres colorés des vitraux, dont la fabrication connaît alors, au début 
du XIIIe siècle, un tournant technique qui en permet le développement dont 













状の解釈が妥当であるか、疑問を投げかけた  1 。これは現在、死期の迫ったヨハネのもと
にキリストが現われて、ヨハネに「死の告知」をする場面と解されている【図1】。第二












することができた  4 。その結果、修復が多く復元困難な作例や場面の同定も覚束ない作例
もあり、研究に伴う様々な課題に直面した  5 。暫定的とはいえ、カタログ作成により全体
像の把握が可能となったのは収穫である  6 。続いて第四回論考では、窓の各場面の配置に
関して文献による検証を試みた  7 。シャルトル市立図書館で二回行った写本調査の結果、
今日の場面配置は19世紀半ば以降のものであり、それ以前の状態の確証は得られないこ
とが判明した。さらにギレルミF. de Guilhermyの報告によれば、1858年になって初めて、
この窓の主題を「聖ヨハネ伝」であると同定している  8 。今日までの3世紀間だけをとっ
ても、窓の各場面はすでに何回か配置替えがなされてきたことがわかる。上記の経緯を踏






ルの《Baie48》は、最古の作例として位置づけられる可能性が高い  10 。 
 　　② 聖堂内の窓の位置；《Baie 48》はシャルトル大聖堂の西正面から身廊に入って直ぐ
の、南側廊第一番の窓である。他の窓には見られない特異な位置である  11 。 
 　　③ 窓の各場面の配列順序；19世紀末から今日に至る100年以上の間の変更は認められ
ない。それ以前の正確な状況は不確かであり、調査した限りでは、特に18世紀初







は異なるもので、大胆な変更を伴う仮説となるであろう  13 。提示された仮説の理由につい
ては、後に示したい。 
 Ⅱ．仮説の提示 
 ①「No. 15」の新解釈 
 　聖ヨハネに対するキリストの「死の告知」という現行の解釈に代えて、次のような新









 a)【Fr. 403】〔fol. 43r〕より抜粋（Ap. XXII：17） 
 《ou li espous et li espiriz et le espou se dient:  Venez : et qui ot, die:  Venez , et qui a seif 
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veinge, ki voudra receivre le Eve de Vie, de pure grace》 15 
 ・ウルガタ訳『聖書』より同箇所（Ap. XXII：17） 
 《Et spiritus, et sponsa dicunt: Veni. Et qui audit, dicat: Veni. Et qui silit, veniat: et qui 
vult, accipiat aquam vitae gratis. 
 霊および花嫁、 来り給え と言えり。聞く人もまた 来り給え と言うべし。 
 乾く人は来れ。欲する人は価なく生命の水を受けよ。》（下線は筆者） 
 一方〔fol. 43r〕と見開きで展開する〔fol. 42v〕には、次の文章がある。この一文は黙示録
の末尾にあって、キリストに向かいヨハネ自身が直接に呼びかける重要なメッセージでも
ある。 
 b）【Fr. 403】〔fol. 42v〕より抜粋（Ap. XXII：20） 
 《Ceo dit cil qui porte tesmoing de ces choses: Jeo vieng tost. Oil,  venez, sore Jhesu, 
Amen 》 16 
 ・ウルガタ訳『聖書』より同箇所抜粋（Ap. XXII：20） 
 《Diit qui testimonium perhibet istorium. Etiam venio cito: Amen. Veni Domine 
 　これらのことを証明し給えるもの曰く、然り、われ速やかに来る、と。アメン、
 主イエズス、来り給え 》（下線は筆者） 
 　以上二つの抜粋を見てわかるように、何度も「 Venez来り給え 」と呼びかける言葉が重





















ロの言う（「コリント書上」XXII：12）‘顔と顔とをあわせて face à face；rencontre direct 
de l’homme et Dieu’と言えるような表現になっているのだ。神と人とのこうした直接的









 ・ 四葉形の並び方とその意味；「No. 13」 （No. 4） ドミティアヌスないしエフェソスの
総督の前のヨハネ→「No. 15」 （No. 7） ヨハネとキリスト→「No. 12」 （No. 14） スタ
クテの死；審判や地獄、死者の蘇生→「No. 14」 （No. 15） アリストデムスの前で毒杯
をあおぐヨハネ→「No. 16」 （No. 16） ヨハネの栄光の死 
 ・背景の円形の番号；位置は変わらないが、番号は一部変更する。 
 （No. 1） エジプト逃避は後補、 （No. 2） と （No. 3） 盾職人と鎧職人、 （No. 5） と （No. 
6） ヨハネがパトモス島に流刑され黙示録の執筆に従事、 （No. 8） と （No. 9） ドルシ







後半部；〔fol. 43v〕、〔fol. 44r〕、〔fol. 44v〕の3頁に概ね照応する  19 。すなわちヨハネの
「エフェソスへの帰還」から「栄光の死」に至るまでの一連の物語が概ね含まれるの
である。三サイクルは、次の通りの読み取り順序となる  20 。 
 ① 序章ないし出発； （No. 4）～（No. 7） 下から上、左から右へと、上昇一回の
読み取りで、パトモス島への出発から黙示録の完成までを描く。 
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 ② ヨハネの起こす様々な奇跡； （No. 8）～（No. 13） と、パトモス島から帰還し
たヨハネが起こす複数の奇跡（ドルシアナの蘇生、クラトンと宝石の奇跡、
薪を黄金に変える奇跡）を背景に、円形部分を上昇して読み上げる。その後、
中軸上の四葉形を （No. 14） スタクテの死と （No. 15） 毒杯をあおぐ、とい
うさらに二奇跡を加えて、再度の上昇を促す読み取りと考える。 
 ③栄光に満ちた死； （No. 16）～（No. 19） 天上の光が降り注ぐ栄光の死。 
 　以上、これまでの仮説について今後の検証を俟ちたい。第一回から常に念頭にあったの
















たらない  22 。単に一人の聖者ヨハネの生涯の終点、「死の告知」と見て良いのだろうか。「ヨ
ハネ黙示録」第XX章12 ― 17、18 ― 20節を典拠に新たな読みの可能性を探ろうと思った動機
は、そのあたりにあった。 
 　最後に、黙示録の著者であるヨハネの生涯が、西側から入って直ぐの南側廊第一番の窓
























学紀要、第55号、2007年、pp. 61 ― 79、特に「No. 15」の解釈については、p. 69、p. 72を参照のこと。 
 2 高野「同論考―その2―」、清泉女子大学紀要、第56号、2008年、pp. 69 ― 99．特に〔Fol. 43r〕につい
てはp. 79を参照のこと。 











 7 高野「同論考―その4―」清泉女子大学紀要、第59号、2011年、pp. 125 ― 141． 
 8 François de Guilhermy,  Description sommaire des vitraux de la Cathédrale de Chartres  (1856 ― 58), 




Janet Aleemi,  Johannes der Evangelist in der Kathedrale von Chartres , Stuttgart, 2011. 




 Cf. Claire Pernut,  Entre texte et images, enquête sur les vitraux historiés du XIIIe siècle de la Cathédrale de 
Sens , Mémoire de Master II, Année Universitaire 2007 ― 09, Université Bourgogne. 
 11 註4の第三回拙稿の掲載図版を参照のこと。 
 12 註7の第四回拙稿を参照のこと。 








 15 Cf. 同箇所の註解文 ‘Ceo que li espirit et le espouse dient: «venez» signifie que la Trinité et seinte Glise 
nos semunnent a entendre ceste Escripture et metre la en eovre, et que cil qui la entendent, semunnent 










 16 Cf. 同箇所の註解文：‘«Venez, sire Jhesu» signifie le grant desir que Seinte Glise a de estre glorifié par la 
Venue Jhesu Crist au Jugement’（私訳）「主イエズズ来り給えとは、聖なる教会が最後の審判にあたり、
イエズズ・キリストの到来によって栄光が与えられることを意味する」 
 17 ヘブライ語で「マラナ・タ」という言葉で、これはキリストの再臨を促す大切な言葉となっている。 
 18 唯一例外はS. Julienの「Mission」と題されたパネルである【図5】。シャルトルの「No. 15」とその意
味が重なる可能性は否定できないが、今後の課題にしておきたい。 
 19 ただし〔fol. 44r〕下の油刑場面が欠落し「スタクテの死」が加わる以外、「エフェソスへの帰還」から
「栄光の死」に至る一連の物語が概ね含まれている。なお順序を考察するに際し、【Fr. 403】とともに『ラ
ンベス黙示録』の順序を参照した。Cf. Nigel Morgan, Michelle Brown,  The Lambeth Apocalypse, 
Manuscript 209, in Lambeth Palace Library , (Facsimile), Harvey Miller Publishers, London, 1990. 
 21 三浦アンナ『白馬に乗れるロゴス』新教出版社、1957年、ヨハネの問題は次の二著が重要。Cf. 三浦
アンナ『藝術に現れたヨハネ』岩波書店、1954年、Jeffrey F. Hamburger, St. John the Divine, the 
Deified Evangelist in Medieval Art and Theology , University of California Press, 2002. 


















図1　 聖ヨハネとキリストS. Jean et le Christ，シャルトル大聖堂Cathédrale de Chartres，
《Baie 48》現在の場面「No. 15」、vers 1200―15
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図2　 聖ヨハネとキリストS. Jean et le Christ、『パリ黙示録Apocalypse de Français 403』、
fol. 43r、vers 1250
図3　『パリ黙示録Fr. 403』（見開き頁）、fols. 42v et 43r
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図4　 「死の告知」Annonciation de la Mort，ブー
ルジュ大聖堂Cathédrale de Bourges《Baie 
22》，vers 1210―15 （dáprès Cahier et 
Martin, Monographie）












































図7a　 仮説　Hypothèse de l’Ordre 
de lecture，《Baie 48》
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図8　 宝石の奇跡、クラトンと弟子達Craton et ses 
disciples，シャルトル大聖堂Cathédrale de 
Chartres
図9　 天上のエルサレムをヨハネに示す天使 Jérusalem de Céléste、
『パリ黙示録 Fr. 403』、fol. 41v
